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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２７０１回  

２０２３年６月９日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事         テーマ：引継委員会  

担  当：会長・幹事  

次 回 例 会 ６月１６日      テーマ：委員会活動報告  

担  当：会長・幹事   
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ７ ０ ０例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司会  中島貞好  

「 我 らの生業 」  
 

会 長 挨 拶      会 長  杉  晟  
 
皆さん 、 こんにちは 。  
先週 18 日、 19 日 4 年ぶりの ｸﾗﾌﾞ親睦旅
行が滞 りな く終わ り ま した 。池田親睦活動
委員長ご苦労様でした 。中村幹事の ｻﾎﾟｰ
ﾄあ り が と う ご ざいま した 。 そ して参加の皆
さ ん の ご 協力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 念
願叶 っ た長良川鵜飼 、 楽 し か っ た です よ
ね 。岐阜長良川鵜飼は 1300 年の歴史と
伝 統 が あ る そ う で す 。 ８ 世 紀 に 日本 国内
で 成 立 し た 「 古 事 記 」 、 「 日 本 書 記 」 な ど
に 、 鵜 飼 に 関 す る 記 述 が み ら れ る よ う で
す 。 ま た 、 鵜 飼 を 「 見 せ る （ 魅 せ る ） 」 こ と
で お も て な し の 手 法 と し て 最 初 に 取 り 入
れ た の が 、 織 田信長だ そ う で す 。 焚火 で
明 か り を 取 り な が ら の 鵜 飼 は幻 想 的 で し
た 。 し か し 、 今 回 の 旅 行 で は こ の 魅 せ る
お も て な し の手法はなか なか 理解で き ま
せ ん で し た 。 私 は 参加 で き な か っ た の で
すが二次会 、 2.5 次会がいろいろの ﾊﾌﾟﾆ
ﾝｸ ﾞが重な り大変楽しかったよ うです 。  
二日目は本降 りの雨で し た 。 予定変更

で世界最大規模の淡水魚水族館 を 見学
し ま し た 。 建物の ４ 階か ら １ 階 ま で を長良
川の上流 、中流 、下流に住む淡水魚を見
ながら通路を下ってい くのも楽しかったで

す 。 そ し て 、 ｱ ﾌ ﾘ ｶの ｺ ﾝ ｺ ﾞ 川 、 ﾀ ﾝ ｶ ﾞ ﾆ ｰ ｶ
湖 、 ｲﾝﾄ ﾞｼﾅ半 島の ﾒｺﾝ川 、 そ し て世界最
大の大河 ｱﾏｿ ﾞﾝ川 に住むいろいろの淡水
魚 に 子 供 に 戻 っ た よ う な 感 動 が あ り ま し
た 。 や っ ぱ り 旅 行 は楽 し い で すね 。 来 年
が待ち遠しいです 。  
さ て 、 前 回 お 話 を し た ７ つ の 習 慣 遣 っ

て み て は 如 何 で し ょ う か 。 著 者 の 心 を 理
解しながらゆっ く り と時間をかけて習慣作
り を始めてい く の も 、 思い出 し なが ら に な
り ま す が 楽 し み な が ら や っ て み て は如何
でし ょ うか 。  
今日はお願い事があ ります 。  

ロータ リー  v s .  ポ リオ  
今年度の八千代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞ活 動 計 画書
に記載の通り ﾎﾟﾘｵ根絶のための奉仕活動
の一環 と し て ﾎ ﾟ ﾘｵﾌ ﾟ ﾗｽへ の寄付を募 る こ
とにしてお り ます 。 また 、昨年 12 月９日例
会での会長挨拶では ﾛｰﾀﾘｰは ﾊ ﾟｰﾄﾅｰ団
体 との長年にわたる ﾎﾟﾘｵ根絶活動の歴史
をお話し し ま した 。 なぜならば ﾎﾟﾘｵが この
世か ら な く な れば多 く の子供の命が救わ
れます 。 また ﾎﾟﾘｵ感染予防 ﾜｸﾁﾝに使 う莫
大 なお金 を 、 ﾎ ﾟ ﾘ ｵ以 外 の世界で よ い こ と
を す る こ と に 使 う こ と が 出来 、大 き な 貢献
がで き る こ と に な り ます 。 ﾎ ﾟ ﾘｵの 根絶は 、
長年にわたって ﾛｰﾀﾘｰ会員が力を注いで
い る活動 です 。 ﾊ ﾟｰ ﾄﾅｰ団 体 と と も に 、 私
たちは 122 カ国 、世界 25 億人以上の子ど
も に ﾎ ﾟ ﾘ ｵ予 防 接 種 を 行 っ て き ま し た 。 活
動開始以来 、 世界の発症数は 99.9％減
っ て い ま すが 、 ﾎ ﾟ ﾘ ｵは ま だ 根絶 さ れ てい
ま せ ん 。 「 あ と 少 し 」 で す 。 私 た ち は 、 目
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標を実現するまで決してあき らめません 。
と ﾛｰﾀﾘｰ財団が覚悟を決めて必死に なっ
て お り ま す 。 我 々 が 、 こ の ﾛｰﾀ ﾘ ｰ財 団 の
意向に沿 っ て 行 く た め には で き る だ け多
くの支援 、即ち寄付を必要 と し てい る こ と
だ と 誰に で も理解で き る こ と と 思 い ます 。
八 千 代 ﾛｰﾀ ﾘｰ ｸ ﾗﾌ ﾞの 会 員 の 皆 さ ん の 賛
同で現在 35 名の方が ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ寄付に参
加していただいてお り ます 。 まだ十分だ と
思 っ てい ません 。寄付の金額は個人に よ
っ て 異 な っ て お り ま す が 、 寄 付金額 に関
わらず 、 ｸﾗﾌ ﾞの取 り組みに参加できる こ と
にな り 、 ｸﾗﾌ ﾞと し て ﾎﾟﾘｵ根絶の一端を担 う
こ とに貢献した こ とにな り ます 。 SNS や E ﾒ
ｰﾙを 使って家族や友人に寄付を募る こ と
も で き ま す が 、 出 来 得 る 限 り 自 分 た ち で
達 成 し た い と 願 っ て お り ま す 。 わ が 女 房
が少し寄付をする と言ってお り 、山口 さん
に確認する と寄付者本人自ら直接財団に
寄付する こ とにな っているそ う です 。 私が
代 行 す る こ と は 可能 で す が あ ま り 意 味 を
なさないので 、その分私の寄付と させても
らいます 。  
ど う か皆 さん ﾎﾟﾘｵﾌ ﾟﾗｽの 募金へのご協力
をよろし くお願いします 。  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
・ 先 週 は ４ 年 ぶ り の 親 睦 旅 行 、 参 加頂 い
た会員の皆 さ ま と 楽 し く 過 ごす事がで き
ま した 。 ご準備頂いた親睦活動委員会、
Ｓ Ａ Ａの皆さま 、 あ りが と う ございました 。  
・ 本日の例会後 、 ﾒﾙﾎ ﾞﾙﾝで開催 されます
世 界 大 会 へ ４ 名 の 会 員 が 出 発 さ れ ま
す。気を付けてご参加下さい 。  
・ 次週 ６ /２ の例会はお休みです 。  
・ ６ /９ に 、 ２名の入会式を行います 。  
・ ６ /９理事会開催  
・ ６ /９ 引継ぎ委員会です 。今年度委員長
は次年度への引継 ぎ事項 、 ま た 次年度
の 委 員 長 は 質 問事 項 が な い か ど う か の
確認をお願い致します 。  
・ 次 年度 の ﾛｰﾀﾘｰ手 帳 が届 き ま し た の で
希望者は事務局へお声がけ下さい 。  

 

委員会報告  
 
次年度幹事            稲山雅治  
 
次年度の活動計画書作成にあた り 、会

員名簿確認をお願い し ます 。 回覧 し ます
ので修正のある方はご記入下さい 。  
 

Ｒ財団 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金  
ｶｳﾝｾﾗｰ  君塚欣哉  

 
 奨学生の松井さんか ら ﾚﾎﾟｰﾄが届 き ま し
たのでご紹介します 。  
 

3 月から 4 月初旬まで ｲｽﾗｴﾙに滞在し
ていました。ﾐｼｶﾞﾝ大学では 1 年生の最
終学に MAP(Mult id isc ip l inary Act ion 
Project)と呼 ば れ る実 践 型の 授業 があ
ります。今まで学んだ内容を活かして、 
米国内外の実際の企業の課題を解決す
るという授業で す。自分の場合は第一
希望であった、ｲｽﾗｴﾙの医療機器を開発
する ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ、 phenofAST という会
社の米国展開を支援する ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに ｱｻ
ｲﾝされました。ｲｽﾗｴﾙという国が ｽﾀｰﾄｱｯ
ﾌﾟと いう観点で世界中から注目を集め
ているのはご存知でしょう か。四国地
方程の広さの人口 900 万人程度の国に
約 8000 社もの ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟがひしめく ｲｽ
ﾗｴﾙ。この数は ｱﾒﾘｶに次いで世界で二番
目に多いです。 また更に驚くべきこと
に、ﾕﾆｺｰﾝ企業（時価総額  10 億ドル以
上の企業のこと）の排出率は ｱﾒﾘｶを 超
えて世界第一位です。日本も経済活性
化の為、岸田政権が令和４年を ｽﾀｰﾄｱｯ
ﾌﾟ元 年とする、と打ち出しています。
日本をはじめ世界中の企業や政府関係  
者が ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟを支える環境を学ぼうと
視察に訪れています。ﾐｼｶﾞﾝもやっと春
を迎え、桜が咲く季節になりまし た。
桜を眺めると日本が恋しくなります。
それでは皆様、また次回お会いすると
きまで。  松井智世  
 
親睦活動委員会     委員長  池田  建  
 
皆さまのご協力のお蔭で親睦旅行も無

事に終える事が出来ました 。  
大変有難うございました 。  
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お祝い  
 
本人誕生日 ：朝戸会員  
結婚記念日 ：宮田会員 ・江口会員  

 

例 会 行 事  
職 業 奉 仕 委 員 会 委 員 長  日 下 部 良 夫  
 
 本 日 は 、 職 業 奉 仕 委 員 会 ２ 回 目 の 卓
話です。よろし くお願い致します 。  
 
テ ー マ ： 二 宮 尊 徳 こ と 二 宮 金次郎 は 。  

日下部良夫会員  

１ 月の例会では RLI 推進委員長の周
藤様よ り ﾘｰﾀ ﾞｰｼｯﾌ ﾟ研 究会のお話を させ
て頂 き ま し た 。 八千代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞか ら は 、
飯 生 委 員 、 杉 会 長 、 江 頭 会 員 が 参 加 さ
れています 。前回は RLI の委員長の卓話
で し た の で 、 今回私の卓話 と な る と 職業
奉仕 と は何 を話 し た ら よ い の か 考え ま し
た 。 そ こ で 思い出 し た のは 、 二宮尊徳 こ
と二宮金次郎であ り ます 。 皆様方の方が
詳しいこ と と思いますし 、何度もお聞きに
な っ て い る と 思 い ますが 、 聞 い て い た だ
ければ幸いです 。  
 
本名は二宮金次郎で あ り ま す 。 か や ま  

（ 現小田原市 ） 二宮尊徳は 1787 年神奈
川県足柄上郡栢山村に て裕福 な農 家に
生まれ教育にも恵まれて育ちました 。  
し か し 、 不幸に し て異常天候のため酒匂
川の氾濫が度重な り 、 荒廃 し た田畑の回
復 も か な わ ず 父 母 は 心 身 心 労 で 相 次 い

で死去 、 裕 福 な家庭か ら 一家離散 と い う
事態に陥りました 。 ( 16 才 ）  
その後 、伯父万兵衛の家に預けられ ま

すが 、逆境に もめげず卓越 し た才能を発
揮します 。 （身長 5 尺 5， 6 寸筋骨た く まし
い 偉 丈 夫 と 伝 え ら れ る ） 作 業 の 合 間 に 、
稲の捨て苗や菜種油を空き地に植えて収
穫 、毎年その収益を増やして田畑を買戻
し 、成人後間もな く家の再興に成功し まし
た 。 （ 万 兵衛はけちで夜の読書の際の燈
油をけちっていたので ）  
 
【 農村復興の道へ 】  
その手法を生かし近親者の家政再建を行
っ たほか 、奉公に出た小田原藩の家老 、
服 部 十 郎 兵衛 家 で 「 五 所 常 講 」 と い う 金
融互助制度をは じめ 、服部家の立て直し
を 依頼 さ れ る な ど （ の ち の 信用 組 合 のは
し り ） 、その才覚を表してきました 。  
 
【 五常講の発案とは 】  
五常講とは 、集団で連帯保証を持つ金融
制度であ り 互助組織です 。 互いに信頼 し
てお金を貸し借 りする 、信用組合の走 り 。
農協、漁協などの協同組合のルーツ 。  
五常講 と は儒教でい う 「 仁 、 義 、 礼 、 智 、
信 」の五つの徳目を表します 。  
・ 困 っ て い る 人 に お 金 を か す の は 仁 （ 思
いやり ）  
・ それを返すのが義 （ルールを守る ）  
・ 利子を付けるのは礼 （マナー ）  
・ そのために工夫するのが智 （知恵 ）  
・ こ う い う 関係で結ばれてい る のが 信 （ 信
頼 ）  
 
やがて 、 そのす ぐ れた発想 と実践力が小
田原藩主 ・ 大久保忠真か ら見込 まれ 、財
政難に苦しむ藩主の身内である旗本の野
州 下 野 の 国 桜 町 領 の 財 政 再建 を 託 さ れ
ます。 （ 現栃木県真岡市 ）  
1834 年から日本中で天保の大飢餓があ り
日本中で大凶作 と な っ て し ま い飢え が蔓
延 し ますが 、 尊徳 はその予兆 を感 じ て備
蓄 し て あ り 桜 町 は 飢 餓 を 乗 り 越 え る 事 が
出来ました 。 しかし 、小田原では 4 万人も
の人達が飢えに苦しんでいました 。  
 
1836 年救済を命じ られた 。  
桜町領再建は苦節 10 年の難事業でした
が 、 立 て 直 し に 成 功 を い た し ま し た が 、
（西暦 1842 年 ）自らは一銭の報酬も受け
取らなかったそ う です 。 険 しい道の り を経
て 、財政再建を成し遂げた金次郎の下に
は 、 次 々 と 救 済 、 再 興 再 建 の 依 頼 が 続
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き 、 自 ら 仕 法 を 施 す と 共 に 、 そ の 手 法 を
伝 え て い く こ と で 、 よ り 多 く の 領 地 、 村 々
の復興再建に尽力していったのです。  
天保 13 年 （西暦 1842 年 ）には幕臣と

な り 、 各 地 で の 仕 法 を 命 じ ら れ る 尊 徳 に
は休まる と こ な く 、広 く村々の人々の救済
に力 を注いでい く の で あ り ま し た 。 （ 1842
年 55 歳尊徳は幕府に普請役 と し て 、印
旛 沼 の 開 拓 と 利 根 川 の 利 水 を 幕 府 に 打
診 し ますが 、 当時 の老中 ・ 水野忠邦の失
脚よ り頓挫中止とな り ました 。 ）  
 
【 1844 年５ ７歳  

日光神領の復興を命じられる 】  
（ 弘化 １ ） 日光仕法雛形を作成 、一家 ，一
村 、 一 藩 再建 の た め に 指 導 者 と な り 、 尊
徳法 の指導は小田原藩領の ほか 日光神
領 、烏山 、下館 、 相馬各藩まで改革仕法
を施 し ま し た 。 幕 府か ら 日光神領八十九
か村の開 発 か 、 中 々命令 が下 り ず 1853
年 （ ９ 年後 ） 尊徳 ６ ７歳の と きであった 。病
の 身 で あ っ た に も か か わ ら ず 、 実 状 に あ
わせた仕法を実践す るため 、村々 ま で足
を 運 び 全 身 全 霊 で 事 業 の 推 進 に 取 り 組
みましたが 、 1853 年下野国今市陣屋で終
焉とな り ました 。 （ 享年 70 歳 ）  
尊徳 の 人 生 の 集 大 成 で あ っ た 日 光 仕 法
は 、 その後息子与太郎 と 、 門弟の富田高
慶らに継続されました 。  
 
【 尊徳の考えと教え 】  
至誠 ：嘘いつわ りのない真心のこ と 。尊徳
の生き方すべてを貫いている精神 。  
勤労 ： 自分や地域の向上のために 、自分
にできる仕事にはげむこと 。  
分度 ：自分の置かれた状況や立場にふさ
わしい生活をお くる こ と 。  
推譲 ： 分度に よ っ て生 まれた 力やお金 を
自分の将来や社会に譲るこ と 。  
日光市 の人 々は 尊徳の 「 報 徳思 想 」 「 報
徳 の 教 え 」 の 考 え や 教 え を 実 践 し 、 ま ち
づ く りに生かそ う とする団体が活動してい
ます 。以上職業奉仕に係 る内容で話 し ま
したがど うでしたか 。  
ご清聴あ りが と う ございました 。  

♪次年度会員名簿  写真撮影  
小村会員  あ りが と う ございます♪  

 
～ニコニコ BOX～        ￥ 10,000-  
 
☆日下部さん卓話楽しみにしています☆  
君塚 ・鈴木 ・杉 ・遠藤 ・風間 ・飯田  
浅野正幸  
☆親睦旅行お世話にな りました☆  
君塚 ・渡邊  
☆親睦旅行お土産有難うございます☆  
植村 ・鈴木  

 
～ 友 愛 B O X ～       ￥ 4 4 , 0 0 0 -  
 
☆５ ９歳にな りました 。  

有難うございます！！   朝戸  
☆結婚記念日永年で忘れていました 。  

有難う 。  宮田  
☆ 毎 日 楽 し く 過 ご し て い ま す 。   江 口  
☆本日は宜 し く お願い致 し ます 。 日 下部  
☆日下部会員卓話宜し くお願いし ます☆  
中村 ・菊川 ・山浦 ・花島 ・佐々木 ・及川  
江頭 ・古川 ・三井  
☆旅行楽しんできて下さい 。  三井  
☆ 親 睦 旅 行 有 難 う ご ざ い ま し た ☆  
池田 ・中村 ・上代 ・安宅 ・飯生 ・石渡  
☆お土産ありが と う ございました☆  
山﨑 ・松戸 ・三井 ・佐久間  
☆旅行行けず失礼しました 。娘の ﾎｽﾄﾌｧﾐ
ﾘｰが来日して ｱﾃﾝﾄ ﾞし ま した 。その節は本
当にあ りが と う ございました 。  稲山  
☆ ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ国際大会に出発だ。  

土産話にご期待下さい 。  佐野  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      ６ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ４ ０ - 

 会 員  

総 数  
出 席  出 席 者  ％  

５ /26 ５ ４  ４ ９  ４ ４  89.80 

■クラブ広報委員会  委員長 :田村隆治  副委員長 :久土地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日  金曜日 12:30～ 13:30 ■例会場  ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ（ 〒 2 7 6 - 0 0 4 9 八 千 代 市 緑 が 丘 1 - 1 - 1 


